
 

 

 

 

 

 

 

南宮中に引き継がれているもの 
～5 月 10 日(水)校長講話より～ 

 

 

 

 

全校の皆さん、おはようございます。５月の校長講話を始めます。最初に皆さんに質問をします。 

Q「あなたの大切に使ってきたものが古くなり処分することになりました。最後にどうしますか？」 

１．きれいにしてから処分する ２．特に何もせずに処分する ３．その時でないとわからない 

 

今の質問を変えてみます。 

「あなたの大切に使ってきた校舎が古くなり建て替えることになりました。最後にどうしますか？」 

この質問は、約２８年前、校舎建替え時の先輩たちが問われた質問だったように思います。 

最後にどうしたのか…今日はそのお話をしたいと思います。それを知る手がかりとなるものが校長

室に残るこれらの本「南宮中記念誌」です。その中身から紹介します。 

 

南宮中は開校６９年の歴史ある学校です。 

これが昔の南宮中の木造校舎です。 

今から２８年前、平成７年〜１０年にかけて、校舎の改

築が行われました。計算すると、南宮中は木造の旧校舎で

約４０年間、そして新しい今の校舎に移って約２９年とい

うことになります。 

昔の校舎の写真を少し紹介します。 

・昇降口 ・体育館 ・南校舎１階 ・体育館の壊される様子 ・校舎の壊される様子 

このように旧校舎は重機が入り解体されたのですが、先ほどの質問です…解体前の最後に先輩たち

はどうしたと思いますか？ 

実は掃除です。この写真の横には「新校舎へ机の移動も終わ

り、もう使うことのない教室。先輩たちの思いも込めて最後の

ぞうきんがけ」と記してあります。 

当時、廊下はギシギシと音をたて、冬にはすきま風が入りこ

む古くて傷だらけの校舎でした。そんな、もう使うことのない、

壊すと分かっている校舎を、当時の生徒たちは、どうしてこの

ように床を磨いたのでしょうか？   
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＜本講話に寄せて＞今回の内容は、令和２年度の校長講話を参考にリニューアルしました。今の高

校１年生が中学校１年生の頃に聞いたお話で、“在校生は誰も知らない内容 かつ どうしても伝え

たい内容”であり、南宮中が大切にしてきた清掃への思いが生徒たちに伝わればうれしいと思い、

お話しました。 



実は先ほどの校舎の写真には説明書きがありました。 

・（南校舎１Fの写真）「３回がけの雑巾がけで廊下は黒く光っ 

ていた」と書いてあります。木の床が光っているのが写真か 

ら分かりますか？よほど磨き込まないとここまではならない 

と思います。 

・（体育館の掃除の写真）ここにも「生徒が誇りにしていた光る 

床」とあります。 

南宮中の先輩は、普段から清掃を丁寧にやり、そのことで光る床を誇りにしていたがわかります。

さらにこの記念誌には、当時の生徒会発行の SCHOOL TIMES が残されています。「旧校舎とのさいごの

別れ」のタイトル、ここには「木造校舎に私たちができる最後のことは、清掃です。ピッカピカに磨

いてお別れしましょう」と記されています。  

「さようなら ありがとう」最後にこんなメッセージを残して古い校舎とお別れしたのですね。 

 

そして今、皆さんが大事にしている三本柱の一つに清掃があり

ます。こうやってみると、南宮中は開校以来６９年間、校舎の改

築をはさんでずっと清掃を大切にしてきている学校だというこ

とがわかります。それが「南宮中に引き継がれているもの」では

ないでしょうか。 

皆さん、昇降口に飾られているこれが何かわかりますか？      

「校歌のレリーフ〜平成７年度卒業生一同〜」「応援歌のレリーフ〜平成８年度卒業生一同〜」 

「（当時の）学校目標のレリーフ〜平成８年度卒業生一同〜」そして「校章のレリーフ〜平成９年度

卒業生一同〜」とあります。まさに校舎改築の３年間です。 

解体直前、お世話になった校舎の板で、何か記念に残す

ことはできないかと先生や生徒たちで考え、古い校舎の床

板を貼り合わせ、学校で大事にしていた校歌、応援歌、学

校目標、校章を刻み込むことにしたのだそうです。 

こうやってみてくると、これらのレリーフが生徒用玄関にある意味がわかります。まるで「私たち

が大切にしてきたものを（それは単に“校歌”ということではなく、磨き込んできた床、つまり清掃

への思いとともに）後輩たちに託したよ」と伝えている気がします。これも「南宮中に引き継がれて

いるもの」ですね。 

 

 最後です。これだけの長い年月をかけて築き、守られている清掃の姿。これらの姿は皆さんの心、

努力なしにはたちまち崩れてしまいます。「こんな素敵な学校にしたい！といった皆さんの願いがあ

って、皆さん自身が今もこの清掃を引き継いている、そこが南宮中の強みだと思います。 

本日は「南宮中に引き継がれているもの」ということでお話をしました。終わります。 

～～～ お願いとお知らせ ～～～ 

◆６月３日（土）の北信中学校総合体育大会陸上競技大会を皮切りに、中体連主催の夏季大会が始ま

ります。保護者の皆様には様々な面でご協力をいただきますが、よろしくお願いいたします。特に、

保護者の観戦や駐車場等については、顧問からの通知や連絡等でご確認をいただき、スムーズな大

会運営ができますよう、重ねてお願いいたします。 


